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粗脂肪含量が異なるトウモロコシDDGS

の配合量を変化させて給与した場合の雄ブ

ロイラーの発育および屠体成績に及ぼす影

響について、DDGS の粗脂肪含量と配合割

合を組み合わせた 3×2 の要因試験法によ

り検討した。 

試験には、低脂肪 DDGS（L-DDGS、水

分：10.33％、粗たん白質（CP）：29.2％、

粗脂肪：5.43％、総エネルギー（GE）：49

34 kcal/kg）、中脂肪 DDGS（M-DDGS、

水分：10.63％、CP：27.60％、粗脂肪：7.

87％、GE：5052 kcal/kg）および高脂肪 D

DGS（H-DDGS、水分：9.25％、CP：27.

85％、粗脂肪：10.52％、GE：5154 kcal/

kg）を用い、配合割合を 2 水準（一般的な

配合水準と高水準、0～13 日齢：5 および

8％、14～26 日齢：7 および 10％、27～3

3 日齢：9 および 12％）とした 6 試験区を

設定し、各区にブロイラー雄初生雛（ハバ

ード×コッブ 500）を 250 羽（25 羽×10

反復群）ずつ割りつけて平飼飼育した。な

お、各フェーズの飼料はトウモロコシ、大

豆粕および家禽油脂の配合量を変化させて、

CP および代謝エネルギー（ME）をほぼ一

定に調整した（0～13 日齢：CP 22.2%、M

E 3031 kcal/kg、14～26 日齢：CP 19.7

～19.9%、ME 3120 kcal/kg、27～33 日

齢：CP 18.6～18.8%、ME 3180 kcal/kg）。 

なお、設計にあたって、L-DDGS、M-D

DGS および H-DDGS の CP は実測値を用

い、見かけのアミノ酸消化率および ME 値

は 1975、2644 および 3137 kcal/kg を用い

ている（注：我が国の告示別表に収載され

ている ME価より 200 kcal/kg ほど高い）。 

その結果、試験全期間の増体量および飼

料要求率には DDGS の粗脂肪含量の違い

による有意差は認められなかったが、いず

れの DDG を用いた場合も、配合量が多い

場合に増体量が有意に低く、飼料要求率も

有意に劣った。 

屠体成績のうち、一般的な水準の H-DD

GS を配合した試験区の腹腔内脂肪の割合

が、他の 5 試験区間より有意差に低く、胸

肉割合が有意に高かったが、その他の 5 試

験区では有意差は認められなかった。また、

歩留、胸肉・ドラムスティック・手羽の割

合にはすべての試験区間で有意差は認めら

れなかった。 

 


